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ＮＰＯに関するあれこれをひよこが分かりやすく解説 

けん 

今月の 

テーマ 
ボランティア・ＮＰＯってなんだろう？ 

    ＮＰＯってなんでもできるんだね！ 

    小学生にもできることはあるかな…。そうだ！ 

    クラスの役に立つように「間違いやすい漢字」を 

    先生に聞いて、学級新聞に載せようっと。 
 

    それはいいね。 

    みんなのテストの点数も良くなるかもね！ 

 

市民活動サポート
センターで働いて
４目になるライタ
ーのたまご。 

ひたむき小学校の４年生。 
「子ども野球部」に参加している。 

カズ ひよこ 

まごころ中
学校２年生。
地域の子ど
もたちと遊
ぶ「子ども野
球部」の活動
を始めた。 

    今日、学校で絵本の読み聞かせがあったよ。 

    とても楽しかったよ。近所に住むおばさんが 

学校に来て、お話してくれたんだ。おばさんはボランテ 

ィアの方だって、先生が言っていたよ。 
 
 

    それは良かったね。けんくんは、ボランティア 

    って知っているかな。 
 
 

    知っているよ。人助けのことでしょ。東日本大震災 

    が起きてから、テレビで被災地でボランティアを 

    している人のことを紹介していたよ。 
 
 

    そうだね。ボランティアというのは、生活の中で 

    「困ったな」と感じたことを、みんなの「困った」 

    と考えて、みんなが地域で安心して暮らすことが 

できるように“行動”していくことなんだよ。ボランティア 

活動をしている人たちは、先生や家族や、誰かから「やり 

なさい」と言われて動いているのではなくて、自分の“何 

かしたい”という気持ちを“行動”という形にしているん 

だ。 
 
 

    うちのおじいちゃんは、僕たちの登下校の時間に 

    黄色いジャンパーを着て、横断歩道で旗を振って 

    いるよ。それもボランティア活動なのかな。 
 
 

    そうだね。僕たちの地域には、みんなのために 

    活動をしている人がたくさんいるんだよ。趣味や 

    特技、経験を活かしたりして、自分ができること 

を無理なく楽しみながらできるのがボランティア活動な 

んだ。 

ボランティアは１人からでも始められるよ。ボランティア

をしているうちに仲間が集まったりして、団体として活動

するようになると、それはＮＰＯと呼ばれるんだよ。 
 
 

    ちょっと難しいな。ボランティアは１人からでも 

    できることで、ＮＰＯは団体として活動すること 

    っていうことかな。 
 
 

    そのとおり。ＮＰＯについては、また来月、じっ 

    くり考えてみよう。 

 

■経験を活かして・・・ 
 
事例１ 横手の子育て応援誌「おもちゃばこ」 
 

 子育て中のお母さんたちがその経験を活かして、 

 子育てに役立つ情報をまとめた冊子「おもちゃばこ」 

 を作り、発信している。 
 

※自分の趣味や好きなこと、特技を活かして、ボラン

ティア活動ができます。 

 

■時間を工夫して・・・ 
 

事例２ よこいち。実行委員会 
 

 “横手”に触れ、“まち”に参加し、 

 共に創り上げる気運を作ることを目的として 

 開催しているイベント。毎月第３日曜日に、 

 横手駅前で開かれている。 

 たくさんのボランティアが活躍中！ 

    関連 URL. よこいち。ホームページ  

          http://yoko1.jp/ 
 

※仕事や用事があると、定期的に活動できない場合も

あります。朝だけ、日曜日だけ、夏だけというように、 

時間を工夫して行われている活動もあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そよぐ風に初夏の香りを感じるよう

になった５月の下旬、静かな森の中か

ら元気な子どもたちの声が聞こえてき

ました。集まっていたのは、小学生と

その家族。この日、横手市にある保呂

羽山少年自然の家では、ほろっとキッ

ズが主催するイベント「春の野山で遊

ぼう」が行われていました。 
 

ほろっとキッズは、たくさんの子ど

もたちが自然の中で遊ぶきっかけをつ

くりたいと、平成 15 年８月から活動を

しているグループです。団体設立のき

っかけとなったのは、秋田県が実施し

た「おやじ変身！子ども体験活動サポ

ーター養成講座」。これは、完全学校週

５日制に伴い、放課後や休日の子ども

たちの体験活動を支援する指導者を養

成するために実施されたものです。 

講座に参加して*ネイチャーゲーム

や自然観察の仕方などを学び、ワイル

ドに変身しました」とメンバーの高橋 

大成さん。桜田裕之さんは「昔は野原

遊びをして、自然の中で育ったもので

す。今の子どもたちにも、一緒に遊び

ながら伝えていきたいことがありま

す」と言います。 
 

 現在メンバーは 12 名。保呂羽山少年

自然の家を中心に、年４回の自然体験

型イベントを行っています。「春の野山

で遊ぼう」では、ネイチャーゲームの

他にサツマイモを植える農作業体験

や、野外での料理体験（アウトドアク

ッキング）を楽しんでいました。９月

には「秋の野山で遊ぼう」を開催し、

今回のイベントで植えたサツマイモを

収穫する予定です。また、夏休みには、

２日間の日程で雄物川カヌー体験を行

っています。子どもたちは上達が早い

そうで、普段はできない川遊びでパワ

ーを発散しているのだとか。「子どもだ

けでなく、親も一緒に参加して、自然

やアウトドアに親しんでほしいと思い 

ます。その中から、何もないところで

生き延びる、食べる、遊ぶ力がついて

きます。災害時にも工夫できる力を身

につける等、子どもたちの生きる力を

強くしていきたい」とメンバーの佐藤

淳さんは言います。 
 

 長年の活動で、安全面での判断等い

ろいろなことに柔軟に対応できるよう

になったというメンバーは、集まった

子どもたちみんなの頼もしくて優しい

お父さん。活動資金の確保等、課題も

ありますが、これからも活動を続けて

いきたいと、前向きに語りました。若

い世代のお父さん、ほろっとキッズの

活動に参加して、子どもと自然を結ぶ

架け橋になってみませんか。 

代表／中野達生さん 連絡先／電話 0187-63-3631（事務局 桜田裕之さん） 
関連ＵＲＬ／http://www.akita-kenmin.jp/npo/index2.asp（秋田県市民活動情報ネット）⇒「ほろっとキッズ」で検索 
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＊ネイチャーゲーム 
様々なゲームをしながら体全体で自然と触
れ合うことによって、自然の仕組みや人間
との共存の大切さを実感させる教育手段。 

 
今後のイベントのお知らせ 
 
●秘密基地キャンプ 
・６月 23 日（土）、24 日（日）、
保呂羽山少年自然の家  
・対象：小学１～６年生と保護者 
 
●チャレンジ！雄物川カヌーツー
リング 
・７月 21 日（土）、22 日（日）、
保呂羽山少年自然の家・雄物川 
・対象：小学３～６年生と中学生・
保護者 
 
●秋の野山で遊ぼう 
サツマイモの収穫やネイチャーゲ
ーム、アウトドアクッキングも。 
・９月 30 日（日）、保呂羽山少年
自然の家・周辺の畑 
対象：小学１～６年生と保護者 3
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市民活動サポートセンターは、

ボランティアやＮＰＯ等に関

する多くのご相談を頂いてお

ります。その中の１つに「イ

ベントの集客がうまくいか

ず、悩んでいる」というもの

があります。 

そこで、地域で活動中の団体

から、主催事業への参加者や

協力者の募り方についてお話

を伺ってきました。 

とっぴんぱらりのプー（横手） 
子どもたちに、郷土の「昔っこ」
「伝説」等を方言で語り伝えてい
くことを目的に活動している。 

電 話：0182-33-3070（菅原さん） 
関連 URL. http://www.akita- 

kenmin.jp/npo/index2.asp 
(秋田県市民活動情報ネット) 
⇒“とっぴんぱらりのプー”
で検索 

ただチラシを配らない 
昔語り会などを開催するときに、チラ

シやポスターを作って広報をしていま

す。メンバーがそれぞれ常にチラシを持

ち歩き、知り合った人にはお渡しするよ

うにしています。知り合いや近所の方に

もお配りします。ポイントは、一言添え

ること。「（ポストに投函されていたチラ

シを見て）行こうか迷っていたけれど、

一言があったから来ました」と言われた

ことがあるんですよ。とにかく足で動く

ことが大切ですね。 

チラシやポスターは、企画の内容が決

まらなければ作ることができませんが、

できるだけ早めに作って広報したいなと

思っています。 
 
子どもたちの出番を作る 
催し物等を開催するときに、子どもた

ちに関わってもらうと様々な効果があり

ます。子どもたちの発表には大人とは違

った魅力があり、パワーをもらえます。 

●昔語り会 
日時：毎月第４土曜日 

13：30～15：00  
場所：こうじ庵 
●第４回かたりのまつり 
日時：９月 23日（日） 

12：00～16：00 
場所：かまくら館 
◎横手かまくらＦＭ 
日時：毎週火曜・金曜日 

11：05～11：15  
チャンネル：77.4MHz 

話者：とっぴんぱらりのプー 菅原千鶴子さん 

また、子どもたちの出番があると、ご家

族が見に来てくださいます。それだけで、

とても賑やかになりますね。 
 
合わせ技の妙義 
 わたしたちを含め、市民活動団体は活

動を発信する場がほしいと考えていま

す。わたしたちは地域づくり協議会から

の助成金を獲得し、昔語りだけではなく、

みんなが発表できる場を作りました。「こ

の催し物に参加すると、あれだけではな

くこれにも触れられる」となると、「行っ

てみようかな」と思ってもらえると思い

ます。 

たくさんの方に関わってもらうこと

で、その方々に広告塔となって頂けると

いう効果もあります。１人１人が周りの

人に声をかけてくれるというのも、助か

っていることですね。 

よこてお城山クラフトフェア
実行委員会（横手）  
”つくり手と使い手が横手でつな
がる”ことを目的に、木工・陶磁・
染織・金工・ガラスなどの手づく
りのつくり手が集まるイベント
を開催している。 

電 話：0182-33-3845 
関連 URL. http://www.geocities. 

jp/yokoteoshiroyama/ 
（クラフトフェア 

ホームページ） 

話者：よこてお城山クラフトフェア実行委員会 山川智之さん 

“情熱”を伝える 
新聞や地元誌、全国誌、ラジオ、テレ

ビなど、たくさんのメディアに掲載をお

願いしました。できるだけ直接出向いて、

行けないところには文章で、情熱を持っ

てお願いしました。うまくいくことばか

りではありませんが、気持ちを汲んでく

ださることも少なくありませんでした。 
 
関わる人みんなが情報発信源 
チラシをたくさん作りましたが、主催

者だけが配るのではなく、県内外 60 の

出展者にもチラシを送り、宣伝塔になっ

て頂きました。地道な作戦が一番効果的

だったように思います。 

今年度、第３回目のクラフトフェアを

開催しますが、つくり手の参加希望も増

えてきています。一度出展してくださっ

た方がつくり手仲間に「横手のクラフト

フェアは良かったよ」と伝えてくれたり

ブログに書いてくれたりしているお陰

で、口コミで広がっている部分が大きい 

と感じています。お城山という場所が良

かったという声も多く聞かれています

ね。 
 

関心のある方が 
集まるところを探す 

 クラフトフェアは興味のある方、無い

方がはっきり分かれるイベントだと思い

ます。実行委員のメンバーは 20 代から

60 代まで様々な年齢の方で、それぞれ

がクラフト好きの方がどこに集まるか、

どんなお店が好きなのかを知っていたこ

とが強みでした。そこで、ただ闇雲に、

あちこち宣伝するのではなく、興味のあ

る方が集まる場所にピンポイントで、宣

伝物を設置して頂きました。過去に来場

された方を見ると、やはり20代から60

代、70 代まで、あらゆる世代の方々が

いらしています。地道ですが、じわじわ

と根を張るように動いていくことが効果

的だったと思います。 

●よこてお城山クラフトフェア 

日時：９月 29日（土） 
10：00～16：00 

30日（日） 
10：00～15：00 

場所：横手公園展望台周辺 

２日間の日程で行っているクラ
フトフェア。どきどきしながら開
催した初年度、9000人もの方が
いらしてくださいました。 

苦労することもありますが、 
「来年もやってけるべ」というお客さん
の声に励まされ、がんばっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

第１回目の検討会は、市報

を通じて広く呼びかけられま

した。校舎を利用したい団体

や地域における学校の役割に

関心を持つ個人等、19 人が集

まりました。 

 

５月７日、大仙市で「旧北神小学校

校舎利用検討会」が開催されました。

検討会を提案したのは、小学校の卒業

生である進藤純雄さん。北神小学校廃

校舎利用促進委員会の事務局長を務め

ています。 

委員会が立ち上がったきっかけは、 

進藤さんが雨の降る中、大きな楽器を

持って練習会場へ向かう地元マーチン

グバンドのメンバーを見かけたことで

した。「そのバンドは、マーチングの全

国大会で活躍するほどのところです。

しかし、メンバーの姿を見て、練習場

所の確保や楽器の管理に苦労していた 

ことを知りました。そこで、昨年度に

廃校となった北神小学校を利用し、『音

楽の拠点』にできないものかと考えま

した」と進藤さん。地域協議会を通じ

て校舎の利活用を提案したところ、地

域住民と共に検討していくこととなり

ました。 

“１人の想い”から“みんなの想い”に  

話し合いのテーマは「みんな

が気持ちよく、共同で使える

方法やルールを探ろう」。４つ

のテーブルに分かれて自己紹介

を行った後、和やかな雰囲気

で話し合いが進められました。 

住民で考える、みんなの学校の使い方  

今月のテーマ：廃校利活用・市民参加 
 

北神小学校を音楽の拠点に 
 

～ 地域住民で考える 

     廃校の利活用 ～ 
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子どもの頃の思い出が詰まった母校が廃校になってしまった。――そんなとき、皆さんはどう感じるでしょう。 

検討会で生まれた意見  
┬楽器等の道具は、各団体が責任を持って管理しよう 
┬お互いに譲り合って使おう 
┬利用者の会を作り、顔合わせや大清掃等を行おう 
┬絵画と音楽のコラボレーション等、 
利用団体が横の連携をしていこう 
┬地域のみなさんに、音楽の楽しさを伝えるための 
イベントや体験教室をしよう 
┬「地域の防災拠点」としての機能も必要ではないか 

県内でも、市民が主体となって廃校活

用を検討・運営しようとする動きが見え

始めています。これは、学校を地域コミ

ュニティの核と捉え、継続して地域住民

の集いの場・活動の場として利用したい

と考える地域が増えてきたということ

だと考えられます。 
 

その大きなきっかけの１つとなったの

は、東日本大震災ではないでしょうか。

今回の震災により、学校施設が避難所と

して利用され、多くの住民が地域の学校

へと避難しました。避難所の運営には、 

学校の先生方が携わりました。他県で

は、学校の統廃合の見直しや学校と地

域との関係を問い直し始めているとこ

ろもあります。わたしたちも、学校が地域

において果たしてきた役割や今後求め

られること等について考え、自分たちに

できることを検討してみませんか。 
 

旧北神小学校は、雨漏りや漏水等によ

り校舎の修繕が必要であり、議会で可決

されても地域で使えるようになるまで

にはまだまだ時間がかかります。 

神岡地区協議会会長の鈴木和栄さんは 

「検討会にはいろいろな方が参加し、良

い話し合いができました。みなさんで協

力し合っていきましょう」と言っていま

す。地域のみなさんの熱意と行動によ

り、かつてのように賑やかな“地域コミュ

ニティの拠点”となることを願っています。 

地域コミュニティの核としての学校   秋田県南ＮＰＯセンター相談員  八嶋英樹  

 
空家や廃校の利活用について 
ご相談に応じています。  
TEL.0182-33-7002 
（南部市民活動サポートセンター） 

担当：八嶋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●子ども●●● 

制度名：秋田県少子化対策応援ファンド事業 

対象団体：ＮＰＯ、子育てサークル、ボランティア団体等

民間団体および企業 

対象事業：①若者定着支援に関する事業 ②独身男女の出

会い・結婚支援に関する事業 ③仕事と家庭の

両立支援に関する事業 ④子ども・子育て支援

に関する事業 ⑤その他、少子化対策として効

果が期待できる事業 

助成金：一般助成 30 万円まで 特別助成 50 万円まで  

応募締切：７月 10 日（火） 

申込・問合せ：秋田県 少子化対策局 TEL.018－860－1248 

関連 URL. 県少子化対策総合ウェブサイト 

「ベビーウェーブアクション」 

http://common.pref.akita.lg.jp/babywave/ 

⇒トピックス「ベビーウェーブアクション事業」 

助成事業の募集について 
 

●●●福祉●●● 

制度名：社会福祉助成事業 

対象団体：社会福祉活動をしている法人や団体 

対象事業： ①社会福祉の向上を目的とした企画 ②明確

な企画（目的、内容、資金調達等）に基づく事業で具体

的な計画を持つこと ③推進体制が確立しており、自己

資金調達の努力をしていること ④先駆的・開拓的事業

を優先する ⑤障害者福祉・難病案件を優先する 

助成金：60 万円まで 

応募締切：７月 31 日（火）（消印有効） 

申込・問合せ：一般財団法人松翁会 社会福祉事業部助

成係 TEL. 03－3201－3225 

関連 URL. （財）松翁会ホームページ 

http://shouohkai.or.jp/zaidanhojin_shououkai/ 

⇒助成事業について 

●●●福祉●●● 

制度名：福祉車両助成 

対象団体：社会福祉法人、特定非営利活動法人等 

対象事業：社会福祉にかかるすべての事業で、特に高齢者

や障害者が地域で暮らすための在宅サービス、通所サービ

ス、就労支援のための車両配備を優先する 

助成内容：ヘルパー車、車椅子対応車（軽・普通）、送迎車

（普通）、送迎バス、バン（軽・普通）、トラック（軽）、ダ

ブルキャブトラック、出張販売車 

応募締切：７月２日（火）（消印有効） 

申込・問合せ：日本財団 福祉チーム車両ユニット  

TEL. 03－6229－5163（平日９：00～17：00） 

 関連 URL. 日本財団ホームページ 

http://www.nippon-foundation.or.jp/⇒助成申請のご

案内⇒福祉車両の配備⇒申請要項はこちら 

 

 
制度名：第７回あきたスギッチファンド助成事業 
対象団体：県内に主たる拠点を置き、1年以上活動を継続

している、または継続する見込みがある団体 

対象事業 ／ 助成金： 

①本ファンド 県内で行われる地域課題解決を目指す活

動。他団体等との協働事業も可 ／ 10 万円まで、30 万

円まで、50 万円まで 

②冠ファンド｢三国子ども支援ファンド｣ 東日本大震災

の被害にあった子どもを多方面から支援する活動 ／ 

10 万円まで、30 万円まで、50 万円まで 

③冠ファンド「アサヒビール環境保全ファンド」 県内

で行われる環境保全を目指す活動 ／ 30 万円まで 

助成対象期間：平成24年７月23日～平成25年２月20日 

応募期間：５月20日（日）～６月20日（水）（消印有効） 

公開審査会： 7 月 22 日（日） 

申込・問合せ：ＮＰＯ法人あきたスギッチファンド 

TEL.018-839-8941 FAX. 018-829-5803 

関連ＵＲＬ．あきたスギッチファンドホームページ 

http://www.akita-kenmin.jp/akita-npo-fund 
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勇
気
を
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っ
て
、
誰
よ 

り
も
先
に
、
人
と
違
っ
た
こ
と
を
や
れ
）」
と
い
う
言
葉

を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
感
銘
を
受
け
、
渡
部
真
吉
さ
ん

は
秋
田
県
異
業
種
交
流
会
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
秋
田
県

異
業
種
交
流
会
は
、
業
種
の
異
な
る
人
た
ち
が
集
ま
り
、
教

養
や
知
識
を
身
に
つ
け
た
り
交
流
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
で

地
域
や
仕
事
に
良
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
「
え
ん
（
縁
、
円
、

炎
）」
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

渡
部
さ
ん
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
３
年
前
、
地

元
へ
と*

Ａ
タ
ー
ン
を
し
て
き
た
こ
と
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
と
知
り
合
い
、
刺
激
を
も
ら
い
た
い
と
様
々
な
勉
強
会
や

交
流
会
に
参
加
。
そ
の
中
で
、
同
じ
職
業
や
趣
味
を
持
つ
人

と
の
交
流
だ
け
で
は
、
新
し
い
発
想
や
学
び
に
は
つ
な
が
り

に
く
い
と
感
じ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
肩
書
き
に
囚
わ
れ
ず
、

立
場
の
異
な
る
人
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で

に
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
考
え
方
の
幅
が
広
が
っ

た
り
新
た
な
連
携
が
生
ま
れ
た
り
す
る
と
渡
部
さ
ん
は
考
え

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
頃
に
思
い
描
い
て
い
た
“
大
人
像
”

は
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
て
、
な
ん
で
も
で
き
る
姿
。
自
分

は
ま
だ
、
尊
敬
で
き
る
大
人
に
な
れ
て
い
ま
せ
ん
。
教
養
を

深
め
て
物
事
を
深
く
知
る
こ
と
で
、
感
動
の
度
合
い
や
楽
し

み
方
が
変
わ
り
、
人
生
が
豊
か
に
な
る
は
ず
で
す
。
大
人
に

な
っ
て
も
学
び
続
け
る
場
を
提
供
し
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

お
話
を
伺
っ
て
、
肩
に
力
を
入
れ
ず
、
楽
し
み
な
が
ら
活 

動
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ 

っ
て
き
ま
し
た
。
異
業
種
交 

流
会
は
、
言
わ
ば
“
新
し
い 

も
の
と
の
出
会
い
の
場
”。 

み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
み 

ま
せ
ん
か
。 

＊Ａターン 秋田県へのＵターン・Ｉターン・Ｊターンの総称。秋田県出身の人も、そうでない人も、みんな秋田に来て秋田に住んでほしいとの
願いを込めたオール（ＡＬＬ）ターンの「Ａ」と秋田（ＡＫＩＴＡ）の「Ａ」をかけた言葉。 

秋
田
県
異
業
種
交
流
会 

渡
部 

真
吉
さ
ん
（
32
歳
、
横
手
市
） 
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６／16 2012 あきた がん  

ささえ愛の日  

～がんであきらめない～ 

闘病中の方と家族、またがんで家族を

亡くした方を支え、知識を広めます。

朗読や演奏も交えた心打たれる時間

です。 

日時：６月 16 日（土）13：30～15：30 

場所：かまくら館（横手市） 

参加費：無料 

講演テーマ：「妻を看取る日」 

講師：垣添忠生さん（日本対がん協会

会長・国立がんセンター名誉総長） 

主催：あきたがんささえ愛の日実行委

員会 

問合せ：武内さん（平鹿総合病院がん

医療相談室） 

TEL. 0182-32-5121（代表） 

 

６／19 無料・個別会計相談会  

       ～本格的会計のススメ～ 

ＮＰＯ向けに、会計のプロが、初歩か

ら応用まで具体的な相談に応じます。

お気軽にどうぞ。 

日時：６月 19 日（火）13：00～21：00 

場所：南部男女共同参画センター 

締切：相談日の１週間前まで 

申込・問合せ：南部市民活動サポート

センター 

TEL. 0182-33-7002 

 

６／22 「たっちゃんの紙芝居」 

熱血紙芝居師・川上竜生さん（通称た

っちゃん）の迫力ある紙芝居がやって

きます。 

日時：６月 22 日（金）19:00～ 

場所：サンサン横手 

参加費：入会金 200 円 月会費 800 円

（３歳以下無料） 

申込・問合せ：横手おやこ劇場 

TEL. 0182-33-0812（火･金 10:30～

14:30） 

 

６／23 みんなの森おはなし会 

絵本の読み語りや紙芝居、手遊びやエ

プロンシアターなど、毎月盛りだくさ

ん。赤ちゃんから大人までどうぞ。 

日時：毎月第４土曜日  10：00～11：10 

場所：湯沢市立湯沢図書館 

主催：読み聞かせボランティア 

みんなの森 

問合せ：湯沢市立湯沢図書館  

TEL. 0183-73-3040 

 

６／24 eco
エ コ

検定受験対策セミナー 

（テキスト解説講座）  

７月の「第 12 回 eco 検定（東京商工会

議所主催）」に向け、試験概要とテキス

トについて分かりやすく解説します。 

日時：６月 24 日（日）９：30～17：00 

場所：遊学舎（秋田市） 

対象：eco 検定受験希望者、環境配慮

ライフスタイルを実行される方 

定員：20 名（要申込） 

参加費：200 円（会場使用料として） 

持ち物：『環境社会（eco）検定公式テ

キスト（改訂 3版）』（2625 円） 

申込・問合せ：ＮＰＯ法人あきた環境

カウンセラー協議会 

TEL＆FAX.0184-35-3286（工藤さん） 

 

６／26 劇団希望舞台｢釈迦内柩唄」 

代々続く死体焼き家業を継いだ女性

と、その仕事ゆえに忌み嫌われ蔑まれ

ていた家族の深い絆と愛、優しさを描

いたフィクション物語です。 

日時：６月 26 日（火）19：00～20：30 

場所：大曲市民会館 小ホール 

参加費：一般 3000 円  

障がい者・高校生以下 1500 円 

問合せ：この指止まれ～！ 

「釈迦内柩唄」を観る会 

TEL. 090-2849-4098 

（あきた F・F推進員 高見さん） 

７／７ 独身だらけの異業種交流会 

七夕の夜に教会でスイーツバイキン

グ。ゲスト司会者はＦＭ秋田のパーソ

ナリティ。有意義な時間をコーディネ

ートします。 

日時：７月７日（土）19：00～21：00 

場所：湯沢ロイヤルホテル サンミッ

シェル教会「アヴィニョン」 

対象：20 歳以上の独身の方 

定員：77 名（申込多数の場合は抽選） 

参加費：男性 5000 円 女性 2000 円 

７月７日生まれの方無料 

締切：６月 27 日（水） 

主催：ゆざわハッピーサポート協議会 

ＪＡこまち青年部、 

湯沢商工会議所、湯沢市  

問合せ：①湯沢市役所 

「Yuzawa 出会い隊」事務局  

TEL.0183-73-2111（企画課）   

②ＪＡこまち青年部事務局 

TEL.0183-78-2234（営農企画課） 

 

７／８ 第 59 回秋田県母親大会 

子どもの幸せと女性の権利を守るため

に、全県各地で活躍した女性たちの歩

みを報告し、教育・平和・まちづくり

などをテーマに話し合います。 

日時：７月８日（日） 

分科会９：30～12：00 

全体会・記念講演 13：00～15：00 

場所：横手清陵学院中学校・高等学校 

講演：「震災で見えてきた女性の今」 

講師：竹信三恵子さん（和光大学現代人

間学部教授・ジャーナリスト） 

参加費：1000 円（資料・大会協力費） 

問合せ：母親大会横手地区実行委員会 

TEL.090-7560-5858（高階さん） 

※保育もあります。 

お気軽にお問い合わせください。 

ＦＡＸなど）●その他、掲載したい情報

（託児の有無、参加費、講師、定員など）

◎皆様のご意見、ご感想もいただければ

幸いです。 
 
〒013-0046 

横手市神明町１-９ 南部市民活動サポ

ートセンター「はんさん」編集部 

TEL.0182-33-7002 

FAX.0182-33-7038 

E-mail:ssc7002@luck.ocn.ne.jp 

イ ベ ン ト ・ 公 募 情 報 を 募 集 中 ！  

「イベント情報」や「募集情報」のコー

ナーでお知らせしたい情報を募集してい

ます。下記内容を分かる範囲でお寄せく

ださい（次号は 2012 年７月 15 日以降の情

報となります）。情報カレンダーにも掲載さ

れます。    締切：６月 25 日（月） 
 
●イベントなど、企画の名称 

●内容（100 字程度で、チラシがあれば

一緒にお送りください）●日時 ●場所 

●問合せ先（主催、申込先、場所、電話、 
7
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編集：特定非営利活動法人 秋田県南ＮＰＯセンター 

〒013-0046 横手市神明町１－９ 

（南部市民活動サポートセンター） 

TEL.0182-33-7002 FAX.0182-33-7038 

ある本を読んで“音”を意識しました。騒音や雑音など、人

間が作り出す音に慣れすぎると心が貧しくなってくるそう

です。それ以来、ドアを静かに閉めたり、モノを丁寧に扱っ

たり…音を出さない気配りをしています。繊細に行動すると

気持ちも穏やかになってきたようです。（虹） 

 

世界経済が不安定になってきましたね。もし石油の値

段がうんと高くなれば、秋田県の基幹産業である農業

にも影響が出てくるのでは。石油だけに依存しないで、

水や重力からエネルギーを取り出せる 

技術が登場したらいいなと思うこの頃 

です。（お松） 

 

【相談受付】月・火・水・金 ９：00～18：00 

 土  ９：00～17：00 

【休館日】木曜日・年末年始（12／29～１／３） 

〒013-0046 

横手市神明町１－９ 

TEL.0182-33-7002 

FAX.0182-33-7038 

E-mail.ssc7002@luck.ocn.ne.jp 

http://www.akita-kenmin.jp/ 

hg030001 

南部市民活動サポートセンター 
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みんなの居場所をつくるため、 

家や学校、お店などの空きスペースをうまく活用した 

事例や運営のポイントを紹介するコーナーです。 

「誰かを喜ばせる場所をつくってみたい！」と思う人への 

ヒントをお届けします。 

 

○編集部 ■若松さん 

○自宅でやって良かったことは？ 

■通勤時間がゼロ。子どもの帰りを 

気にせずにできるのもいいですね。 

別の場所を借りることに比べると、 

冬季は雪寄せが家と二重にならずに 

済むことも嬉しいです。 
 
○難しかったことはありましたか？ 

■利用者の設定。最初は誰でも利用できる場所にしたかっ

たのですが、営業の男性が来た際にママたちから授乳し

づらいとの声が出ました。そこで、利用できる人を明確に

決めました。自宅なので駐車場が少ないことも悩みです。 
 
○「始めたい」という方へのアドバイスをお願いします。 

■お茶代等の必要経費まで自分が負担をするような「完全

ボランティア」では、活動を継続することが難しくなり

ます。サロンでは、利用料を頂いています。それが自分

への励みにもなりますし、責任感も出てきます。住宅街

の場合は、近所の方と良好な関係を築くことも大切です。

私も駐車場を貸して頂いたり、多少にぎやかでも大目に

見てもらったりと助けて頂いています。 

■「住み開き」って知っていますか？ 

今回のテーマは*「住み開き」。簡単にいえば、自分だけ

の場所をちょっとだけオープンすることです。 

例えば、家族が減ったことで空いた部屋や改築をして生

まれた空間を、カフェやギャラリーなどにして、友人や近

所の人に開放するような例があります。この場所がだんだ

んと地域の交流拠点になっていったり、地域活性化につな

がっていったりすることもあり、今注目を浴びています。 

住んでいる家を開放することは、なかなか思いつかない

発想だと思います。しかし、始めてみることで、私たちの

手でも多様な「みんなの居場所」をつくり、地域を元気に

していくことができるかもしれません。 
 
■自宅を開放、親子の集いの場に 
秋田市の住宅街で、親子のための集いの場「陽だまりサ

ロン」を開いている若松亜紀さん。自身の子育て体験から、

赤ちゃんが一緒でもゆっくりできる実家のような場所が欲

しいと思ったといいます。自宅をそんな場所にしようと、

若松さんは７年前、サロンをオープンしました。 

では、市民が中心となって自宅やまち
にある建物の空きスペースを地域のみ
んながワクワクする居場所に変えた事
例について、運営上のポイントや立ち
上げのヒントなどを交えながら紹介し
ていきます。 

みなさん、こんにちは。「はんさん」
編集部のお松です。私の本業は、建物
の利用を考える専門家（建築士）です。 
みなさんは「公共の場所」と聞くと

どのようなイメージが沸きますか。多
くの人は、市や町が運営する場所が浮 

かぶと思います。では、「みんなのた
めの居場所」と聞いた場合はどうでし
ょうか。 
このところ、全国には個人や自治会、

ＮＰＯ等による手作りの「みんなの居
場所」が増えています。このコーナー 

第１回：自宅を地域の集いの場にしてみよう 
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